
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●まずは一歩を踏み出して ～お茶のみ話から試し歩きへ～ 
●肩肘張らずに、アンテナ張って、ゆったりと魅力を学び楽しんだ 
●得意を活かして楽しんだ成果を無理なく形にする 

         ●振り返ればこんなこともできていた   
●レポートをひもとく・１ 
●レポートをひもとく・２ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考例の概要は  

１、２カ月に１回程度、都市部（以下マチ）に住む旅行や村々の探訪が好きという気のあった仲間が集まり、山村 

の１集落（以下ムラ）を訪れます。そこで、ムラの人たちとの交流を重ねながら、ムラの行事や文化に触れたり、人 

や物、食べ物、風景などいろいろな魅力を発見します。また、いつも快く受け入れてムラの人々にちょっとした恩返 
しをしようと、発見した魅力を写真で綴ったアルバムやパンフレットなどを作り、ムラの施設に配架。こうした取り 

組みが、ムラの人々や訪問者に見てもらっています。交流したムラのお年寄りの生きがいづくりや地域の活性化のき 

っかけづくりにつながっています。 
ちなみに、この事業グループを巡る面々は次の通り 

           番頭：農山漁村地域の探訪を趣味にしている南田、黒田、北条（いずれも 30代半ば）の男性３名 

           ご隠居さん：番頭連中とムラとの交流の窓口として、訪問の度に世話をしてくた源さん（70才）。 
           常連さん：源さんの仲間のお父さん、お母さん 10名ほど。ムラの魅力を教えてくれた。 

           お客さん：お茶のみ話に顔を覗かせたムラの方や、年中行事を見に来た観光客 
 

こんな応用も  

・ひとつのムラに絞らず、仲間内や団体での旅行で訪れた場所場所で地域の魅力発見や交流を楽しむ。そこで自分 

たちの視点で浮かび上がったものを、その地域の宣伝にも使える手作りパンフレット風に仕立ててお礼状がわりに 

進呈する 
・大きな網をかけ（例えば信州や山陰）、仲間の誰かが網の中のどこかのムラやマチに行く度に地域の魅力発見や 

交流を楽しむ。それらをまとめてインターネットで発信する 
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